
学習指導要領改訂の方向性 

Ⅰ 研究の概要 

１ 研究主題設定の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校期から中学校期を経て豊かなスポーツライフを実現するための見通し 

主体的・対話的で深い学びの視点から

の学習過程の改善 

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と,学習評価の充実 

 

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し, 

社会と連携・協働しながら,未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む 

「社会に開かれた教育課程」の実現 

つながりを踏まえた 

目標・内容の見直し 

未知の状況にも対応できる 

思考力・判断力・表現力等の育成 
生きて働く知識・技能の習得 

何ができるようになるか 
 

何を学ぶか 
 

どのように学ぶか 
 

〈保健体育科の目標〉 

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた 

学習過程を通して，心と体を一体として捉え,生涯にわたって心身の健康を保持増進し 

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成する 

・各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解すると

ともに，基本的な技能を身に付ける 

・運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとと

もに，他者に伝える力を養う 

・生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し,明るく豊

かな生活を営む態度を養う 

＜体育の考え方＞ 

自己の適性等に応じた「する,みる,支える,

知る」の多様な関わり方と関連付けること 

 

＜体育の見方＞ 

運動やスポーツを，その価値や特性に着目し

て，楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす

役割の視点から捉える 

 

小１から小４「各種の運動の基盤を培う時期」 

小５から中２「多くの領域の学習を経験する時期」 

学びを人生や社会に生かそうとする 

学びに向かう力・人間性等の涵養 

中３から高３「卒業後も運動やスポーツに多様な形で関わることができるようにする時期」 

中学校
大会主題「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた体育学習の推進」
研究主題「一人一人が深い学びを具現化し、わかる・できる喜びを味わう体育学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～学びの系統性を捉え、自己実現できる学習を通して～」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行田中学校教育目標 

自ら学び、豊かな心を持って、たくましく生きる生徒の育成 

生徒の実態 
・個人やチームでめあてを立て取り組むことができる生徒が多いが，見通しをもつことができていない

ため，ねらいや道すじに沿っためあてを立てることが十分にできていない。 
 

・技能についてのポイントは理解できているが，その技能を身に付けるための活動を決定する力が十分

ではないため，自ら工夫して活動する場面が少ない。また，技能が身に付いたと実感している生徒も

少ない。 
 

・学習カードでは技能のポイントをおさえた記述が多いが，活動中に資料や掲示物などを有効に活用で

きていないため，発問のポイントを上手く理解できていない場面が見られる。また，全体でのまとめ

を共有する際に，学びを生かして積極的に発表することが難しい。 

行田中学校 研究主題 

一人一人が深い学びを具現化し，わかる・できる喜びを味わう体育学習 

～学びの系統性をとらえ，自己実現できる学習を通して～ 

これまでの研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇ねらいを明確にした授業計画 ⇒ 学習する内容に見通しが持てる 

 〇発問の工夫 ⇒ 生徒の思考が深まる 

 〇学習資料の提示の仕方，活用方法，場の工夫 ⇒ 生徒の主体的な活動を導く 

「生徒の学び方」「教師の学ばせ方」をとおして， 

教師主体の学びから生徒主体の学びへの転換 

 

 

 

〇オリエンテーションの充実 ⇒ 課題達成までの学習の流れを理解できる 

〇発問の意図の明確化 ⇒ 技能や動き方に関する具体的な発問につながる 

 〇学習の積み重ねを大切にした資料提示 ⇒ 一人一人が自信をもって学習に参加できる 

ただ単に「できる」ではなく「できる」「わかる」を軸にして， 

主体的で対話的な学習を実現させる 

主体的な学び 宮本中学校 

 

対話的な学び 船橋中学校 

 

深い学び 

自己に適した課題を持ち、主体的に学びを深める体育学習 

～生徒自身が学びを具現化できる授業を目指して～ 

学びの質を深める、主体的で対話的な体育学習の在り方 

～互いに認め合い、自己表現できる生徒の育成～ 



２ 研究の目的 

  学習指導要領改訂の趣旨を捉え，主体的，対話的で深い学びを実現するための体育・保健体育科に

おける系統的な学習の在り方を究明する 

小学校研究校の流れ  中学校研究校の流れ 

H26～28   高郷小学校 【主体的な学びの基礎】 

 

H29～R元 三咲小学校 【対話的な学びの基礎】 

 

R2～R4     七林小学校【深い学びの基礎】 

  

  

H27～29 宮本中学校 【主体的な学び】 

 

H30～R2 船橋中学校 【対話的な学び】 

 

R3～R5  行田中学校 【深い学び】 

 

３ 研究仮説 

〈研究主題の具現化への仮説〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈仮説検証方法〉 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の仮説 

①ねらいを明確にして系統性を理解させ，学びの見通しをもたせることができれば，自己に応じた

学習を実現することができるだろう。 

②生徒の実態に合った運動や活動を選択すれば，わかる・できる喜びを味わうことができるだろ

う。 

③生徒主体の活動を保障し，学びを促進させる発問や声かけをすれば，深い学びを具現化できるだ

ろう。 

 

 

(ア)ゴールイメージに基づいた学習のねらいを系統的に設定する。 

(イ)オリエンテーションで学習のねらいと道すじを提示して，学びの見通しを持てるようにする。 

 

 

(ア)その運動に関する，学びや技能の状況を明らかにすることができる，事前・事後アンケート調

査の項目を設定する。 

(イ)機能的特性が明らかにされていて，かつ生徒の実態にあったシンプルな運動の提示をする。 

(ウ)生徒の実態にあった，技能や学びのポイントを押さえた学習資料を提示する。 

 

 

(ア)学びの主体を生徒の活動から引き出し，学習のポイントやまとめを共有し次時につなげていけ

るよう，板書や掲示物を工夫する。  

(イ)生徒が思考を働かせることができるよう，生徒の思考を揺さぶる発問内容を導入・展開・まと

めの各段階に応じて意図的に設定する。 

①ねらいを明確にして系統性を理解させ、学びの見通しをもたせることができれば、自己に応じた

学習を実現することができるだろう。 

 

②生徒の実態に合った運動や活動を選択すれば，わかる・できる喜びを味わうことができるだろ

う。 

 

③生徒主体の活動を保障し，学びを促進させる発問や声かけをすれば，深い学びを具現化できるだ

ろう。 

 



Ⅱ 研究の実際 

１ 仮説１について 

 

 

  

(ア)ゴールイメージ（指導要領解説 例示）に基づいた学習のねらいを系統的に設定する。 

中学校学習指導要領解説（保健体育）  第３学年 ハードル走 ねらい 

第３学年の内容 P９５ 

C 陸上競技  ウ ハードル走 

 ・スタートダッシュから１台目のハードル

を勢いよく走り越すこと。 

 ・遠くから踏み切り，振り上げ脚をまっす

ぐに振り上げ，ハードルを低く走り越す

こと。 

 ・インターバルでは，３又は５歩のリズム

を最後のハードルまで維持して走るこ

と。 

 単元のねらい 

 スピードを維持した走りで，低く素早く

ハードルを越えて記録に挑戦しよう。 

 

ねらい１ 

スタートから全力で走り，ゴールまでリ

ズミカルに走りきろう。 

 

ねらい２ 

スピードを維持し，勢いよく低くハード

ルを走り越そう。 

 

 

 (イ) オリエンテーションで学習のねらいと道すじを提示して，学びの見通しを持てるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

①ねらいを明確にして系統性を理解させ、学びの見通しをもたせることができれば、自己に応

じた学習を実現することができるだろう。 

 



２ 仮説２について 

 

 

 

 (ア)その運動に関する，学びや技能の状況を明らかにすることができる，事前・事後アンケート

調査の項目を設定する。 

事前アンケート(ハンドボール)  事後アンケート 

・シュートを決めるために大切なポイントは

何ですか。 

・そのポイントを踏まえて実際にシュートす

ることができますか。 

・「ねらい」とは何ですか。 

・「めあて」とは何ですか。 

・体育の授業において「主体的に取り組む」

とは，どのように取り組むことを言いま

すか。 

 ・シュートを決めるために大切なポイントは

何でしたか。 

・そのポイントを踏まえて実際にシュートす

ることができましたか。 

・「ねらい」とは何でしたか。 

・「めあて」とは何でしたか。 

・体育の授業において「主体的に取り組む」

とは，どのように取り組むことを言いまし

たか。 

 

(イ)機能的特性が明らかにされていて，かつ生徒の実態にあったシンプルな運動の提示をする。 

第３学年 陸上競技ハードル走機能的特性  生徒の実態にあったシンプルな運動 

・ハードルを低く素早く越えながら，インタ

ーバルを一定のリズムで走り，タイムを短

縮したり，競走したりするところに楽しさ

や喜びを味わうことのできる運動である。 

 第３学年  

単元名 陸上競技 ハードル走 

 

 

(ウ)生徒の実態あった，技能や学びのポイントを押さえた学習資料を提示する。 

生徒の実態  技能や学びのポイントを押さえた学習資料 

第３学年 陸上競技 ハードル走 

 ２年時に履修をしており，タイムを縮める

ためのインターバルの走りや遠くから踏み

切るなどのポイントは知っているが自分で

できているのかわからない。または，技能が

身についていると感じていない生徒が多

い。 

  

 

②生徒の実態に合った運動や活動を選択すれば，わかる・できる喜びを味わうことができるだ

ろう。 

 

１グループ 

３人組での 

めあて学習。 

めあて達成に向

けた教具の活用

や運動観察。 



３ 仮説３について 

 

 

 

(ア)学びの主体を生徒の活動から引き出し，学習のポイントやまとめを共有し次時につなげていけ

るよう，板書や掲示物を工夫する 

 

 

 

(イ) 生徒が思考を働かせることができるよう，生徒の思考を揺さぶる発問内容を導入・展開・まと 

めの各段階に応じて意図的に設定する。 

   第３学年 陸上競技 ハードル走  

    単元のねらい スピードを維持した走りで，低く素早くハードルを越えて記録に挑戦しよう。 

   ねらい１ スタートから全力で走り，ゴールまでリズミカルに走りきろう。 

    ねらい２ スピードを維持し，勢いよく低くハードルを走り越そう。 

  （ⅰ）単元を通して発問 

はじめ なか まとめ 

ねらい１の入り 

「リズミカルって何？」 

           ・一定 

 

「どの場面をリズミカルにす

るの？」 

       ・インターバル 

【スピードの維持が難しかっ

たという反省が多い。】 

     ↓ 

「スピードが落ちてしまう場

面はどんな時？」 

・第１ハードルの手前 

・各ハードルの手前 

     ↓ 

・勢いよく低く走り越すために

は？ 

ねらい２に移行 

ねらい２のおわり 

「勢いよく，低く走り越す

ためのポイントは何だっ

た？」 

  （ⅱ）１時間の授業での発問 

導入 展開 まとめ 

・勢いよく走り越すためにはど

んなことが必要だったっけ？ 

 

 

・勢いよく越せる人の姿勢って

どう？ 

 

・どうすると低くとべた？ 

 

 

③生徒主体の活動を保障し，学びを促進させる発問や声かけをすれば，深い学びを具現化できる

だろう。 

 

前時の振り返りから，

ねらいを確認する！ 

学習内容の新たなポイント

「低く」に気づかせる！ 

生徒が気づいたポイント

を全体で共有！ 



Ⅲ 研究のまとめ 

１ 成果と課題 

（１）仮説１について 

 

 

 

 (ア)ゴールイメージに基づいた学習のねらいを系統的に設定する。 

    〇ねらいを明確にすることで生徒が学びの見通しをもち，個人のめあてを明確にもてるよう 

になり，授業に主体的に取り組む姿が増えた。 

    ●教材への理解をより深め，各授業や種目，単元の系統性の理解に努める必要がある。 

 

(イ)オリエンテーションで学習のねらいと道すじを提示して，学びの見通しをもてるようにする 

    〇生徒が学びの見通しをもつことで，進んで活動する場面が増え，必要な知識を習得すると 

ともに，活動時間や運動量を確保することができた。 

    ●見通しをもてない生徒へのより良い支援の仕方を考え，実践していくことが必要である。 

 

（２）仮説２について 

 

 

 

(ア)その運動に関する，学びや技能の状況を明らかにすることができる，事前・事後アンケート

調査の項目を設定する。 

    〇興味や関心，技能，学びの状況を踏まえて明らかにすることで，生徒主体の学びを保障す 

ることができた。 

    〇指導の振り返りを行うことができ，次時の単元に生かすことができた。 

    ●「生徒に何を答えさせたいのか」「どんな授業にしたいか」という教師側の質問の意図を 

より明確にしてアンケートを作成，実施する必要がある。 

  

(イ)機能的特性が明らかにされていて，かつ生徒の実態にあったシンプルな運動の提示をする。 

    〇シンプルな運動を提示したことで，生徒が進んで運動の行い方を理解し，ゲームの参加の 

仕方を考え取り組む姿が見受けられた。 

    ●シンプルな運動の中で生徒にどんな楽しさを感じてもらいたいのか教師が明確にイメージ 

をもつことや，その楽しさを味わわせるための教具や場の工夫には課題が残る。 

 

(ウ)生徒の実態にあった，技能や学びのポイントを押さえた学習資料を提示する。 

    〇生徒のつまずきを改善できる資料を必要に応じて見られるように提示したことで，生徒自 

ら課題解決に向けて資料を活用する姿が見られた。また，技能のポイントを理解して取り 

組む生徒が増え，生徒同士助言をし合う姿が多く見られ，学び合いの基盤ができてきた。 

    ●技能資料を提示したことで，知識としてポイントを身に付ける生徒は増えたが，技能の習 

得には課題が残る。 

 

①ねらいを明確にして系統性を理解させ、学びの見通しをもたせることができれば、自己に応

じた学習を実現することができるだろう。 

 

②生徒の実態に合った運動や活動を選択すれば，わかる・できる喜びを味わうことができるだ

ろう。 

 



（３）仮説３について 

 

 

 

(ア)学びの主体を生徒の活動から引き出し，学習のポイントやまとめを共有し次時につなげてい

けるよう，板書や掲示物を工夫する。  

    〇生徒が気づいたポイントや工夫を全体で共有したことで，その気づきを課題解決に役立て 

ようとする生徒が増え，学び合いの土台を作ることができた。 

    〇生徒が挑戦する姿を認めてあげる声かけを教師が積極的に行ったことで，生徒同士が取り 

組みに対する肯定的な声かけをする姿が増えた。 

    ●教師が何を生徒に答えさせたいか，そのためにどのような聞き方をするかといった発問の 

仕方については課題が残る。 

 

(イ)生徒が思考を働かせることができるよう，生徒の思考を揺さぶる発問内容を導入・展開・ま

とめの各段階に応じて意図的に設定する。 

    〇既習を想起させたり，気づきを促す発問を心がけたりしたことで，生徒同士の話し合いが

より活発になり，つまずきを改善するための理解が深まった。 

    ●話し合うことが苦手な生徒への支援が不十分であり，発言する生徒とそうでない生徒とが 

二極化してしまうことがあった。 

 

 ２ まとめ 

 仮説１については，支援を要する生徒の対応などに課題は残るものの，ゴールイメージに基づい

たねらいを設定し，生徒にねらいを理解させ授業の見通しを持たせることで，自己に応じためあて

学習を行う生徒が増えた。また，練習方法を工夫する姿やアドバイスを行う姿が増え，学習の仕方

が定着してきた。 

  仮説２については，アンケートでの実態把握を行う際に，技能レベルを明らかにしていく質問項

目の設定や，技能の習得という部分に課題が残る。一方で，実態に即した運動を提示するととも

に，気づきを促す技能資料を掲示したことで，生徒自ら課題の解決に向けて資料を活用する姿が見

られ，技能のポイントを理解して取り組む生徒が増えた。また，知識を身に付けることで生徒同士

の対話が増え，学び合いの基盤ができてきているため継続していくことで技能の習得にも繋がって

くると考える。 

  仮説３については，話し合いが苦手な生徒への対応や思考を揺さぶる発問の設定には課題が残る

ものの，つまずきの要点を押さえた発問を行い発問に対する気づきを全体で共有したことで，種目

への理解を深めようとする生徒が増えてきた。また，仲間の気づきを役立てて挑戦する生徒や仲間

の挑戦を認める肯定的な声かけを行う生徒が増え，生徒主体の活動場面が増えてきている。 

  この２年間で，学び方や学ばせ方の改善と定着を図っていけるよう取り組んできた。その結果，

自らの課題解決に向けて取り組む中で，得た知識を活用し工夫して活動する生徒が増え「わかる」

楽しさに触れる生徒も増えてきた。しかし，技能の習得「できる」楽しさを実感させるという点に

ついては課題が残る。３年目では，教師・生徒ともに学びの系統性をより一層捉えられるように工

夫していく。また，生徒主体の活動を保障し，めあて学習を基盤とした学び合いを通して，技能の

習得を図っていきたい。 

③生徒主体の活動を保障し，学びを促進させる発問や声かけをすれば，深い学びを具現化でき

るだろう。 

 


